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	���� はじめに

はじめに
本マニュアルでは、Rimage Producer III™ および Producer IIIN™ シリーズの操作、部品の確認および印刷の選択設定に必要な情報
が記載されています。これらの製品は、Rimage Producer III 製品ファミリーの一部であり、6100、6100N、7100、7100N、8100、および 
8100N オートローダーがあります。本マニュアル内で「Producer III」 および「オートローダー」という言葉が出てきたら、これらの製品
のことを表しています。

Producer III のセットアップとインストールを行うには、製品に付属する『セットアップおよびインストール ガイド』を参照してくださ
い。

Producer III は、Everest™ プリンタまたはPrismPlus!™ プリンタのどちらでもご利用できます。プリンタの詳細については、プリンタに
同梱されている『セットアップおよびインストール ガイド』または『ユーザー ガイド』を参照してください。

Producer 6100N、7100N および 8100N には、コントロール センター (PC) が内蔵されています。内蔵 PC は、ネットワークに接続さ
れた他のコンピュータからオーダーを受けるネットワーク対応デバイスです。Producer 6100N、7100N および 8100N は、モニタ、マ
ウス、キーボードを接続して操作することもできます。
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重要情報
このセクションでは、Rimage Producer 6100、6100N、7100、7100N、8100 および 8100N のサポート連絡先情報、使用上の注意と警
告、製品仕様について説明します。

サポート情報
米国、アジア/太平洋、メキシコ/ラテンアメリカ ヨーロッパ
Rimage Corporation
7725 Washington Avenue South
Minneapolis, MN 55439
USA
宛先: Rimage Services

Rimage Europe GmbH
Albert-Einstein-Str. 26
63128 Dietzenbach, Germany

Rimage Services へのお問い合わせ:
www.rimage.com/support.html
E メール: 
http://www.rimage.com/support_form.cfm 
電話: 

北米:  800-553-8312
アジア/太平洋、メキシコ/ラテンアメリカ:  952-946-0004

ファックス:  952-946-6956

Rimage Services Europe へのお問い合わせ:
www.rimage.com/support.html
E メール:  support@rimage.com
電話:  +49-(0) 1805-7462-43
ファックス:  +49-(0) 6074-8521-100

Rimage サービスにお問い合わせになる際は、以下の情報をご
用意ください: 

システムのシリアル番号およびソフトウェアのバージョン•	
エラーの機能的または技術的説明•	
表示された正確なエラー メッセージ•	

ご使用の Rimage 製品情報:
後から参照できるように、ご使用の Rimage 製品からこの情報をコピー
しておいてください。

注: ��  交換品のオートローダーを受け取った場合には、必ず
シリアル番号を新しいものに更新するようにしてください。

シリアル番号:
製品名:
購入日:

オンラインでご覧いただける詳細情報
www.rimage.com/support.htmlで、Rimage のワールド クラスのサポートおよびサービスを受けることができます。

サポートページから、

ご使用の1.	 製品ファミリーを選択します。

ご使用の2.	 製品を選択します。

ご使用の3.	 製品のページで詳細をご覧になることができま
す。

ご使用の製品のページから、以下の場所にアクセスすることが
できます:

最新のソフトウェアおよびファームウェアの更新情報•	
製品仕様•	
最新のドキュメント•	
最新ファームウェアとドライバのダウンロード•	

技術サポート
Rimage Producer III のサポートは、認定された販売業者が行います。 

重要!-- アップグレードが入手可能になった時に Rimage からお客様にご連絡できるように、Producer III のユーザー登録を行っ
てください。
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CD および DVD 記録ソフトウェアの免責条項
本製品、ソフトウェアおよび説明書は、著作権の所有者もしくは著作権者から書面によるコピーの許可を受けている場合、複製する
ことができます。著作権を所有していない、もしくは、著作権者から許可を得ずこれらの複製をした場合、著作権法を違反したとみな
され、損害賠償の支払いおよびその他の方法で賠償しなければならない可能性があります。所有されている権利に関して、ご不明な
点がございましたら、専門の弁護士にご相談ください。著作権を所有しない、もしくは、著作権者から許可を得ていない場合での CD 
および DVD ディスクの無許可コピーは、国内法および国際法に違反したとみなされ、厳しい刑罰を課せられる恐れがあります。

安全性および法令順守に関する情報
本マニュアルおよび製品に関する指示により、適切で安全な操作が可能になります。以下の指示マークは、ユーザーおよびその他の
方の身体的障害や機器の損傷を防ぐのに役立ちます。 

警告! ,, ANSI (American National Standard Institute: 米国規格協会) 標準に従い、警告は、機器の操作または保守を行う人に身
体的傷害を及ぼす状況を示すために使用されます。
注意: nn 本ガイドラインが守られない場合には、機器、製品、ソフトウェアまたはデータに損失または損傷が生じる恐れがありま
す。

安全対策
安全性を確実にするには、ユーザー ガイドに記載されている予防策をお読みになり、機器のご使用前にその内容を理解することを
お勧めします。

警告! ,,
CD/DVD レコーダに使用されているレーザー ビームには、•	
クラス 1 のレーザーが使用されています。レコーダは開か
ないでください。すべてのサービス処置は、担当の技術者
が行うようにしてください。

バー コード スキャナで使用されるレーザー ビームには、ク•	
ラス 2 レーザーが使用されており、目に有害となる危険性
があります。スキャナは開かないでください。すべてのサー
ビス処置は、担当の技術者が行うようにしてください。

本書に規定されている以外の方法で、制御機器または調整•	
装置を使用したり、処置を行ったりすると、有害な放射露光
が生じるおそれがあります。

本機と光学機器を併用しないでください。併用すると、目へ•	
の危険が大幅に増加します。

注意nn : 

火災の危険に対する継続的な保護のために、交換するヒュ•	
ーズは、同一の種類および定格のものだけにしてください。
すべてのサービス処置は、担当の技術者が行うようにして
ください。

添付の交流電源コードか、安全に関する政府機関が承認し•	
た電源コードのみを使用してください。 北米以外でご使用
の場合、その地域で承認された電源コードの選定について
は、最寄の Rimage にお問い合わせください。

本製品は、オフィス環境での使用を目的として設計されて•	
います。

Producer 6100N、7100N および 8100N はリチウム電池を•	
内蔵しています。電池を不適当な電池と交換すると爆発す
る危険があります。古い電池は電池のパッケージに記載さ
れた製造業者の指示に従って廃棄してください。
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法令順守に関する情報

製品 Producer III (PIII) モデル Producer IIIN (PIIIN) モデル
Producer 6100 RAS24 Producer 6100N RAS24E

Producer 7100 RAS19 Producer 7100N RAS19E

Producer 8100 RAS18 Producer 8100N RAS18E

米国における注意 注:  本装置は、FCC 規則の第 15 章に従って A クラスのデジタル装置の制限に適合するか否かの試験を行
い、適合することがわかりました。これらの制限は、本装置を商業環境で動作させるとき、有害な妨害に対
して妥当な保護を提供することを目的にしています。本機は、無線周波数エネルギーを発生、使用し、放射
することができ、取扱説明書に従って取り付け、使用しない場合、無線通信に有害な妨害を引き起こすこと
があります。住宅地域で本機を動作させると、ユーザーが、自費で修正を要求される有害な妨害を引き起
こす恐れがあります。

本製品は、UL 規則 60950-1 第 1 版に適合します。

カナダにおける注意 このクラス A デジタル機器は、カナダの ICES-003 Issue 4:2004 に適合しています。Cet appareil 
numerigue de la classe A est conforme a la norme NMB-003 du Canade.
本製品は、CAN/CSA-C22.2 No.60950-1-03 第 1 版に適合します。

ヨーロッパにおける
注意

本製品は、以下のヨーロッパ標準に準拠する、EMC 指令 (89/336/EEC) および低電圧指令 (73/23/EEC) に
適合します。EN 55022:1998 + A1:2000 Class B Limit; EN 55024:1998; EN 61000-3-2:2000; EN 61000-3-
3:1995 + A1:2001; EN 60950:2000. CE マークは、CE マーキング指令 93/68/EEC に従って貼られました。

日本における注意 この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会（ＶＣＣＩ）の基準に基づくクラス
A 情報技術装置です。この装置を家庭環境で使用すると電波妨害を引き起こすことがありま
す。この場合には使用者が適切な対策を講ずるよう要求されることがあります。

オーストラリアにおけ
る注意

本製品は、AS/NZS CISPR22:2004 に適合します
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Producer III および Producer IIIN の仕様
注記: �� プリンタの仕様については、プリンタのユーザー ガイドを参照してください。

Producer III Producer IIIN
6100 7100 8100 6100N 7100N 8100N

標準システム Producer 6100、7100 または 8100、Everest または 
Prism プリンタ、Rimage Producer Software Suite 
(PSS)、コントロール センター（7100 と 8100 のみ）。

注: ��  6100 の外付け PC の最小要件および最適
要件については、6 ページの表   「6100 のその
他の仕様」 を参照してください。

Producer 6100N、7100N または 8100N、Everest ま
たは Prism プリンタ、インストール済みソフトウェア

レコーダ数 1 2 4 1 2 4

物理的寸法

高さ*

幅

奥行き**

重量

Everest を装備

Prism を装備

58.7 cm
（23.2 インチ）

64.1 cm
（25.3 インチ） 

72.7 cm
（28.7 インチ） 

58.7 cm
（23.3 インチ）

64.1 cm
（25.3 インチ）

72.7 cm
（28.6 インチ）

41.3 cm
（16.3 インチ）

41.0 cm
（16.3 インチ）

41.9 cm
（16.5 インチ）

41.3 cm
（16.3 インチ）

41.0 cm
（16.3 インチ）

41.9 cm
（16.5 インチ）

62.9 cm
（24.8 インチ）

62.9 cm
（24.8 インチ）

62.9 cm
（24.8 インチ）

62.9 cm
（24.8 インチ）

62.9 cm
（24.8 インチ）

62.9 cm
（24.8 インチ）

29.0 kg
（64 ポンド）

31.8 kg
（70 ポンド）

37.6 kg
（83 ポンド）

38.1 kg
（84 ポンド）

40.9 kg
（90 ポンド）

48.7 kg
（103 ポンド）

49.4 kg
(109 ポンド)

52.2 kg
(115 ポンド）

58.1 kg
(128 ポンド）

58.5 kg
(129 ポンド）

61.2 kg
（135 ポンド）

67.1 kg
（148 ポンド）

38.1 kg
（84 ポンド）

40.8 kg
（90 ポンド）

46.7 kg
（103 ポンド）

47.2 kg
（104 ポンド）

49.9 kg
（110 ポンド）

55.8 kg
（123 ポンド）

* 高さには、オプションの状態表示ランプを含みません。状態表示ランプの高さは、6 インチ (15.2 cm) です。

 * * ケーブル用に、3.5インチ (9 cm) 追加して空けておいてください。

サポートするオ
ペレーティング 
システム

Windows XP Professional SP2 以上、および 
Windows Server 2003 で動作します。

サポートされるオペレーティング システムが、内蔵 
PC にインストールされています。この製品では、イ
ンストール済みのオペレーティング システム以外サ
ポートされません。

ソフトウェアの
要件

Rimage Producer Software Suite 7.2 以降と 
Everest III プリンタ。

必要なソフトウェア が内蔵 PC にインストール済み。

入力ビン容量 ビン当りディスク 100 枚。システムの入力ビンは 3 個。

注: �� Producer 6100、6100N、8100 および 8100N では、外部出力ビンのみを出力ビンに設定すると、入
力ビンを 4 個に設定できます。 システムをこのように設定した場合、8100 および 8100N ではディスク
を 75 枚、6100 および 6100N ではディスクを 20 枚処理した後にユーザーの操作が必要となります。

出力容量 カルーセルを出力ビンとして使用するとき、ディスク 300 枚までオペレータの操作は不要です。

注: ��  Producer 6100、6100N、8100 および 8100N には、外部出力ビンが付いています。追加情報につ
いては、上記の入力ビン容量の注を参照してください。 

ネットワークに関
する能力

ネットワークに接続されたパーナル コンピュータからオーダーを送信するには、『Rimage Advanced 
Setup （Networking） Guide』を参照してください。

仕様は 6 ページに続きます。
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Producer III Producer IIIN
6100 7100 8100 6100N 7100N 8100N

電源 交流 100 ～ 240 V、60/50 Hz、4.7 ～ 3.7 A、最大 500 W

メディアの要件 正しいメディアの要件については、プリンタのユーザー ガイドを参照してください。Rimage Media Kits™ 
は、最適な記録および印刷の性能に合わせて設計されています。

リボンの要件 正しいプリンタ リボンについては、プリンタのユーザー ガイドを参照してください。Rimage Media Kitsに
は、必要な印刷リボンが含まれています。

ラベル デザイン
の要件

ラベル デザインの要件については、プリンタのユーザー ガイドを参照してください。

動作温度 60°～ 86°F （16°～ 60 ℃）

湿度 40% ～ 80%、結露なきこと

保管温度 5°～ 95°F （-15°～ 35 ℃）

 
6100 のその他の仕様
Producer 6100 の外付け PC の最小要件

PC 要件が不明な場合は、IT 技術者に問い合わせるか、使用す
る PC のマニュアルを参照してください。

プロセッサ: Celeron、 2.0 GHz

RAM/メモリ: 1GB

ハードディスク: 60 GB の空き容量

グラフィックカード: 解像度 1024 x 768、16 ビット カラー

ポート:  USB 2.0 ポート × 1

Producer 6100 の外付け PC の推奨要件

以下は、Rimage Producer 6100 を DVD/BD の記録に使用する
場合の PC の推奨要件です。

*スループットはこのシステム構成に基づくものです。最適なパ
フォーマンスを得るには、この仕様に合う PC をお使いくださ
い。 

プロセッサ: Core 2 Duo、E4300

RAM/メモリ:  1GB、 DDR2-533

ハードディスク: 7,200RPM  エンタープライズ向け シリアルATA 
ハードディスク 250GB x 2をRAID 0で設定:

パーティション1はOSをインストール•	
パーティション2はRimageのシステムフォルダとして使用•	

ポート:  USB 2.0 ポート × 1

グラフィックカード: 解像度 1024×768、32 ビット High Color
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Producer III の部品の確認
注: ��  ご使用のシステムの概観は図に示されているものと異なる場合があります。

正面図

オペレータ ボタン

オペレータ パネル

出力ビン

カルーセル

内蔵 PC 電源ボタン 
（6100N のみ）

前面ドア

レコーダ

リフト アーム

6100、6100N

オペレータ ボタン
状態表示ランプ（オプション）

オペレータ パネル

出力ビン(8100、8100Nのみ) 

カルーセル

内蔵 PC 電源ボタン
（7100N 、8100N のみ）

リフト アーム

レコーダ

前面ドア

7100、7100N、8100、8100N
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背面図

電源コード
ネットワーク ケーブル

電源スイッチ

6100N

7100/8100

電源コード

電源スイッチ

FireWire ケーブル

USB ケー
ブル

電源スイッチ

USB ケーブル
電源コード

6100

7100N/8100N

電源コード
ネットワーク ケーブル

電源スイッチ

日
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パーツ情報

状態表示ランプ
Producer III には、オプションで、さまざまな状態を表示する状態表示ランプを取り付けることができます。この表では状態表示ラン
プの表示と、各表示によって示される状態が説明されています。

ランプの状態 システムの状態
緑色ライト
点灯

システムは正しく動作しています。現在、処理中のジョブはありません。

緑色ライト
点滅

システムは正しく動作しています。現在、ジョブの処理中です。

黄色ランプ
点灯

Autoloader がソフトウェアの起動を待機中。コントロール センターが起動されていない場合は、コ
ントロール センターのスイッチをオンにしてください。オートローダーとコントロール センターのケ
ーブルの接続をチェックしてください。

黄色ランプ
点滅

前面ドアが開いている可能性があります。前面ドアを閉めて、ジョブを進行させます。

印刷リボンまたはメディアの残量が少なくなっている可能性があります。オペレータ パネルの表示
を読み、どちらの残りが少なくなっているか確認します。.

 

赤色ランプ
点灯

ブランクディスクが無くなりました。供給ビンに適切な種類のメディアを入れます。

オペレーターの操作が必要なシステムエラーです。クライアントワークステーションまたはコントロ
ールセンターのメッセージを調べます。

カルーセルが見つからないなど、起動時の機器エラーです。クライアント ワークステーションまたは
コントロール センターのメッ”セージを調べます。

オペレータ パネル
オペレータ パネルには、オペレータの操作に必要な、動作や状態を表示する2行のディスプレイが付いています。消耗品の状態も表
示されます。初期設定が終了すると、Producer IIIN に内蔵 PC の名前が表示されます。その他のオプションを確認するには、 23 ペー
ジの  「Gemini ユーティリティの操作」 のセクションを参照してください。

注記	 :  表示の右上隅にあるキャレット記号「^」は、Rimage ソフトウェアが、オートローダーと通信中であることを示します。

オペレータ ボタン
オペレータ ボタンを操作するには、前面ドアを開きます。オペレータボタンを押してカルーセルを回転させ、ディスクの装着や取り外
しができるようにビンの位置を合わせてください。オペレータ ボタンを押すたびにカルーセルは次のビンまで回転します。

ヒント: 	  カルーセルは、オートローダーが初期設定を完了した後、いずれかのビンまで回転します。

出力ビン
6100、6100N、8100 および 8100N にのみ出力ビンが付いています。

警報器
Producer III Autoloader には、ユーザーの操作が必要なときに鳴る警報器がついています。オペレータ パネルまたは PC のモニタ
に表示されるエラー メッセージを読み、問題を解決するために適切な操作を行ってください。
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Producer III の操作
本セクションでは、Producer III で CD または DVD を制作するのに必要な情報を説明します。

Producer III の電源オン
はじめる前に

カルーセルは、システムの電源をオンにする前に取り付けてくださいカルーセルのインストールについての詳細は、12 ページの  
  「カルーセルのインストール」  を参照してください。

オートローダー背面の1.	 電源スイッチを押します。Producer III の電源がオンになります。 

Producer 6100N、7100N、または 8100N を使用している場合は、ステップ 2 に進みます。

オートローダー前面の2.	  PC 電源ボタンを押して、内蔵 PC の電源をオンにします。Producer IIIN と内蔵 PC の電源がオンになりま
す。

電源スイッチ

PC 電源ボタン

日
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Producer III の電源オフ
すべてのアプリケーションを閉じます。 1.	
Producer 6100、7100 または 8100 を使用している場合は、ステップ 3 に進みます。

Producer 6100N、7100N、または 8100N を使用している場合は、ステップ 2 に進みます。

PC 電源ボタン2.	 を短く押します。これで、ソフトウェア、Windows、および内蔵 PC がシャットダウンされます。

注意:  PCnn  電源ボタンを押したままにしないでください。PC 電源ボタンを
押したままにすると、内蔵 PC は正しくシャットダウンされません。データ
の損失や破損の原因になる場合があります。

注記: 	 システムの電源がオフになるまで約 30 秒かかります。

メインの3.	 電源スイッチを押して Producer III の電源をオフにしてください。

重要!-- Producer IIIN をご使用の場合、内蔵 PC の電源が
完全にオフになるまでメイン電源スイッチを押さないで
ください。

Producer III の準備
Producer III を一時停止してオートローダーにディスクを追加します。

前面ドア1.	 を開きます。動作が一時停止します。

前面ドアを2.	 閉めます。動作が再開します。

PC 電源ボタン

電源スイッチ

日
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カルーセルの取り付け
ヒント:  	 エラーを防止するには、ソフトウェアの操作、またはオートローダーの電源をオンにする前にカルーセルを取り付けてく
ださい。

前面ドア1.	 を開きます。

Producer III オートローダーの中に2.	 カルーセルを取り付けます。

センター ポストをベアリング ガイドの開口部に入れ、a.	 カルーセルをまっすぐ滑らせます。 

上端サポート ベアリングが、下がってベアリング ガイドに納まるまで、b.	 カルーセルを回します。

前面ドア3.	 を閉めます。

カルーセルの取り外し
オートローダーからカルーセルを取り外して、ディスクの装着や取り出しができます。

重要! -- 現在、ソフトウェアがオートローダーを作動させている場合、ソフトウェアの動作が完了するまで待つか、またはソフトウェ
アの動作を一時停止します。

前面ドア1.	 を開きます。

両手でカルーセルの底をつかみ、上端サポート ベアリングがベアリング ガイドから離れるまで2.	 カルーセルをカルーセルの台か
ら離して持ち上げます。

カルーセル3.	 を外側へ動かし、オートローダーから取り外します。

センター ポスト

ベアリング ガイド
上端サポート ベアリング

日
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ディスクの装着
ディスクは 1 ビン当たり 100 枚まで装着できます。カルーセルを取り外してディスクを装着することも、以下の手順により各ビンにデ
ィスクを入れることもできます。

前面ドア1.	 を開きます。

オペレータ ボタン2.	 を押し、カルーセルを回して、ディスクを装着でき
る位置にビンを動かします。 

ビンから完成したディスクをすべて取り出した後、新しいディスクを3.	
100枚までビンに入れることができます。

重要! -- ディスクは、記録する側を下向きにして入れます。

ヒント:	  ソフトウェアの設定により、ビン 1 からビン 4 を、入力、
出力、却下または特定のメディアの種類のどれかに指定できま
す。

目的のビンが一杯になるまで、ステップ 2 から 3 を繰り返します。4.	

前面ドア5.	 を閉めます。

ディスクの取り出し
前面ドア1.	 を開きます。

オペレータ ボタン2.	 を押し、カルーセルを回して、ディスクを取り出せる位置にビンを動かします。

ビンからディスクを取り出します。3.	

目的のビンが空になるまで、ステップ 2 から 3 を繰り返します。4.	

前面ドア5.	 を閉めます。

印刷環境の設定
印刷環境設定により、ディスク上に最良のラベルを作成するように Producer III をセットアップして動作させることができます。具体
的な印刷環境設定の手順については、プリンタのユーザーガイドを参照してください。
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 Producer III のメンテナンス
Producer III を最適な状態に保つためには、このセクションにある説明に従ってください。

概要
Producer III の事前メンテナンスを定期的に行うことにより、エラーのないディスク記録や美しいラベルプリントが実現できます。メ
ンテナンスにはシステムのクリーニングやオートローダー上のプリンタの位置合わせが含まれます。 

注記: �� プリンタには独自のメンテナンス要件があります。詳細はプリンタのユーザーガイドを参照してください。

注意事項
注意: nn  メンテナンス時に Producer III が破損しないようにするためには、

Producer III には、オイル、シリコン、またはその他の潤滑剤は絶対に使用しないでください。•	  .

Producer III の表面を拭く場合は、研磨剤入りのクリーナーを使用しないでください。•	
内蔵 PC のお手入れにクリーナーを使用しないでください。•	
Producer III に直接洗剤をかけず、洗剤は布につけてからご利用ください。•	
内蔵 PC に触れる際は、静電気の影響を受けやすい機器に関する予防対策を行ってください。•	
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	��������������������������� Producer III オートローダーのメンテナンス

事前メンテナンスのスケジュール
注: ��  システムを店舗や倉庫など埃の多い場所で使用している場合は、より頻繁にメンテナンスを行う必要があります。

はじめる前に

警告!,,  内蔵 PC に触れる前には必ずオートローダーの電源をオフにし、電源コードをコンセントから抜いてください。

Producer III1.	  の電源オフ

電源コード2.	  をコンセントから抜きます。。

重要! --  以下に説明するメンテナンスのスケジュールが守られていないと、システムへの保証が無効になる場合があります。

作業 ツール 頻度

以下の部分に注意しながら、リフト アー
ムのシャフトを拭きます。

シャフト下方の底面•	
リフト アームのすぐ上の部分•	

糸くずの出ない布 毎週

以下の部分を含め、オートローダーのす
べての表面を拭きます。

側面と上端•	
ドア•	
出力ビン•	
カルーセル•	
底面（先にカルーセルを外しておき•	
ます）

リフト アームの上面•	

糸くずの出ない布

研磨剤の入っていない汎用洗剤

毎週

オートローダーの背面のファンから塵や
ホコリを取り除きます。

エアスプレー缶 毎月

オートローダー背面の換気孔から塵やホ
コリを取り除きます。

6100N、7100N、8100Nなどの内蔵システ
ムの場合、カルーセルを取り外し、PC モ
ジュールの開口部から塵やホコリを取り
除いてください。

掃除機 毎月

プリンタを調整します。20 ページの 
 「プリンタの調整」 を参照してください。

T25 Torx ドライバ 設置時、ディスクがプリンタ トレイから正
しくつかめない場合やクランピング エラ
ーが発生している場合。 日
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診断テスト
このセクションでは、ファームウェアのバージョン 3.601 以上の Producer III およびProducer IIIN の診断テストへのアクセス、選択、
および実施に必要な事項を説明します。ファームウェアのバージョンが 3.601 以前の場合は、www.rimage.com/support.html を参
照して適切な診断テストの指示に従ってください。

重要! --  

以下に説明する診断テストのみ実施してください。Rimage の専門技術者の助けを得ずに他の診断テストを実施しないで•	
ください。

診断テスト実施の前に Producer III がエラー状態でないことを確認してください。•	

診断テストへのアクセスおよび選択

診断モードへのアクセス

オートローダー1.	 の電源をオンにします。

オートローダーが初期設定を開始します。初期設定には数分間かかる場合があります。2.	

オートローダーの3.	 前面ドアを開きます。

オペレータ パネルに [BUTTON DIAGNOSTICS] と表示されるまで4.	 オペレータ ボタンを押し続けます。

注記: 	 オペレータ ボタンを押している間にもその他のステータス メッセージがオペレータ パネルに表示されますが、オペ
レータ パネルに [BUTTON DIAGNOSTIC] と表示されるまでボタンから手を離さないでください。

オペレータ ボタン5.	 を放します。オペレータ パネルに [CHOOSE DIAGNOSTIC] と表示されます。オートローダーは診断モードにな
ります。

診断テストの選択

テスト名とともに表示されているテスト番号と同じ回数だけ1.	 オペレータ ボタンを押します。

最後にボタンを押すときに手を離さずに、選択したテストが開始されるまで約 5 秒間ボタンを押し続けます。2.	

例:診断テスト3 (キャリブレーション診断テスト診断テスト) を開始するには、オペレータ ボタンを 3 回押し、3 回目のときには押
したままにします。

ヒント:	  それぞれの診断テストの番号と名前を表示するには、テスト情報がオペレータ パネルから読み取れる程度にオペ
レータ ボタンをゆっくり押してください。必要な診断テストが終了したら、オペレータ ボタンを放してオートローダーが診断
モードに復帰するかオペレータ パネルに [CHOOSE DIAGNOSTIC] と表示されるまで待ちます。

必要な診断テストを続行します。3.	

診断モードの終了
診断テストが進行中の場合は、1.	 オペレータ ボタンを 1 回押してテストを停止させます。

注記: 	 テスト 1 (カルーセル診断テスト) を終了する場合は、テストが停止するまでオペレータ ボタンを押したままにして診
断モードに戻ってください。

診断テストが停止したら、2.	 オペレータ ボタンを 6 回押し、6 回目のときにボタンを押したままにします。オペレータ パネルに 
[EXIT DIAGNOSTIC] と表示されます。 

オペレータ ボタン3.	 を放します。オートローダーは診断モードを終了し、システムをリセットします。

日
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診断テスト 1 – カルーセル診断テスト
このテストには 2 つのモードがあります。第 1 のモードはカルーセルの位置を確認します。第 2 のモードはリフト アームとカルーセ
ルの位置合わせを確認します。

カルーセルの位置の確認

このテストはカルーセルがオートローダーの正しい位置にあるかどうかを確認します。

オートローダーが診断モードにあることを確認します。16 ページの   1.	 「診断テストへのアクセスおよび選択」 を参照してください。

オペレータ パネルに [01 CAROUSEL CHK DIAGNOSTIC] と表示されるまで2.	 オペレータ ボタンを押したままにします。

オペレータ ボタン3.	 を放します。 

オペレータ ボタン4.	 を押してカルーセルの現在のビンを次のビンの位置に回転させます。

注記: 	 カルーセルが回転するたびに実際 (Actual) のカルーセルの位置と目安(Target)の位置がオペレータ パネルに表示
されます。 現在のカルーセルの位置は [A+00000] の形式で、目安のカルーセルの位置は [T+00000] の形式で表示されま
す。 

カルーセルの 4 つのビンそれぞれについて5.	 ステップ 4 を繰り返します。

注記: 	 カルーセルはビン 1 からビン 4 まで時計回りに回転した後、ビン 4 からビン 1 まで反時計回りに回転します。

テストが終了するまで6.	 オペレータ ボタンを押したままにし、診断モードに戻ります。

リフトアームとカルーセルの位置調整の確認

このテストはカルーセルのそれぞれのビンにリフト アームが適切に配置されていることを確認します。

オートローダーが診断モードにあることを確認します。16 ページの   1.	 「診断テストへのアクセスおよび選択」 を参照してください。

オペレータ パネルに [01 CAROUSEL 2.	
CHK] と表示されるまでオペレータ ボタン
を押し続けます。

オペレータ ボタン3.	 を放します。

リフト アームに4.	 ディスクを取り付けます。デ
ィスク解放ボタンを押しながらディスクを
グリッパーに押し込みます。

ディスク解放ボタン5.	 を放します。ディスクが
グリッパーに固定されます。

オペレータ ボタン6.	 を押してカルーセルをビン 1 まで回転させます。

リフト アームとディスク7.	 を手動でビン 1 の中に移動します。ディスクをビンの中へ移動するときにカルーセルに接触しないこと
を確認します。

重要! -- ステップ 7 でディスクがカルーセルに接触する場合、リフト アームが正しく調整されていないか、カルーセルの位置
決めをする機構に問題がある可能性があります。18 ページの診断テスト 3 を実行してリフト アームとカルーセルを調整し
ます。

リフト アーム8.	 を手動でビン 1 の外へ移動します。

ビン 2、ビン 3、ビン 4それぞれについて9.	 ステップ 6 から 8 を繰り返します。

ディスク解放ボタン10.	 を押してディスクを解放し、リフト アームから取り出します。

テストが終了するまで11.	 オペレータ ボタンを押したままにし、診断モードに戻ります。

16 ページの 12.	   「診断モードの終了」 を参照して診断モードを終了します。

ディスク解放ボタン

グリッパー

日
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診断テスト 3 – キャリブレーション診断テスト
このテストには 2 つのモードがあります。最初のモードでは、カルーセル ビンのディスク枚数を正しく検知できるようリフト アームを
調整します。2 つ目のモードでは、カルーセルを調整します。

ヒント:		   オートローダーを操作して、リフト アームの調整とカルーセルの調整を続けて実施することも、それぞれのテストを個別
に実施することも可能です。

リフト アームのキャリブレーション

このテストでは、カルーセル ビン内のディスク枚数を正しく検知できるようリフト アームを調整します。

カルーセルビンからすべての1.	 ディスクを取り出します。

オートローダーが診断モードにあることを確認します。16 ページの2.	   「診断テストへのアクセスおよび選択」を参照してください。

オペレータ ボタン3.	 を 3 回押し、3 回目を押すときにはオペレータ パネルに [03 CALIBRATE] と表示されるまで押したままにしま
す。

オペレータ ボタン4.	 を放します。リフト アームがホーム位置に移動し、オペレータ ボタンのランプが点滅します。

ヒント:  		

オートローダーにリフト アームの調整テストの終了後すぐにカルーセルの調整テストをさせたい場合は、リフト アー•	
ムをリフト支柱の上端に移動し、ステップ 5 に進みます。

リフト アームの調整テストのみを実施する場合は、ステップ 5 に進みます。•	
ビン 1 に5.	 ディスクを 1 枚入れます。

重要! --  ビン 1 にディスクを 1 枚だけ入れます。

ヒント:  	 ビン 1 にメディアを装着するためにカルーセルを回転させなければならない場合は、手動で回転させます。オペレ
ータ ボタンを押すと診断テスト 3 を開始するプロンプトが表示されます。

オペレータ ボタン6.	 を押します。

リフト アームがビン 1 の中に移動します。•	
リフト アームがディスクの取り出しと解放を行ってグリッパー長を計測します。 •	
リフト アームがホーム位置へ移動します。 •	
リフト アームがビン 1 の中へ戻ってディスクを取り出し、ディスクをビン 2 へ解放することによりリフト長を計測します。•	
カルーセルは、回転してビン 1に戻ります。•	

ヒント:	  ステップ 4 でリフト アームをリフト支柱の上端に移動した場合、リフト アームがカルーセルに移動し、オペレー
タ パネルに [CAL CAROUSEL POS PUT DISC ON GRPR] と表示されます。ディスク 1 枚をリフト アームに装着し、ステ
ップ 8の、「カルーセルのキャリブレーション」 に進みます。 

オートローダーは診断モード 3 を終了し、システムをリセットします。•	

注: 	  診断テスト 3 が終了すると、オートローダーの診断モードが終了します。診断テストの実施を続けるには、16 ペー
ジの  「診断テストへのアクセスおよび選択」を参照してください。 

カルーセルのキャリブレーション

このテストはカルーセルの位置およびカルーセルのギアトレーンの遊びを計測します。

カルーセルビンからすべての1.	 ディスクを取り出します。

オートローダーが診断モードにあることを確認します。16 ページの  2.	 「診断テストへのアクセスおよび選択」を参照してください。

オペレータ ボタン3.	 を 3 回押し、3 回目を押すときにはオペレータ パネルに [03 CALIBRATE] と表示されるまで押したままにしま
す。

オペレータ ボタン4.	 を放します。リフト アームがホーム位置に移動し、オペレータ ボタンのランプが点滅します。

手動で5.	 リフト アームを支柱の上端に移動させます。 
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リフト アームに6.	 ディスクを 1 枚取り付けます。ディスク解放ボタンを押しながらディスクをグリッパーに押し込みます。

オペレータ ボタン7.	 を押します。カルーセルが回転し、リフト アームがビン 1 
まで下がります。 

リフト アームとディスク8.	 を手動でゆっくりとビンの中まで下ろします。カルー
セルの上端から約 0.25 インチ (6.3 mm) より下へはディスクが移動できな
いようになっています。

注記: 	 オートローダーがカルーセルの位置を計測し、オペレータ パネ
ルに [CAL CAROUSEL POS O+00000 N+00000] と表示します。ここで 
O+00000 は元の古い (Old) オフセット値を、N+00000 は現在の新しい 
(New) オフセット値を表しています。

 カルーセル9.	 を手動で少しだけ回転させ、カルーセルの端とディスクの端との距離が図に示す 4 つの位置で同じになるようにし
ます。 

注記: 	 ディスクの端がカルーセルのどの部分とも接触しないよう
にしてください。このステップでカルーセルを中心に合わせること
ができない場合、リフト アームの再調整が必要な可能性がありま
す。	

オペレータ ボタン10.	 を押します。 

リフト アームが下がってディスクをビン 1 の底に固定し、カルーセルのギアトレーンの遊びを計測します。•	
注記: 	 オペレータ パネルに [BACKLASH O+00000 N+00000] と表示されます。ここで O+00000 は元の (Old) オフセッ
ト値で、N+00000 はカルーセルが遊びを調整した現在の新しい (New) オフセット値を表しています。

リフト アームがディスクをビン 1 に入れます。•	
オートローダーは診断モード 3 を終了し、システムをリセットします。•	

注記: 	  診断テスト 3 が終了すると、オートローダーの診断モードが終了します。診断テストの実施を続けるには、16 ペ
ージの  「診断テストへのアクセスおよび選択」を参照してください。
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プリンタの調整
このセクションでは、Everest または Prism プリンタを オートローダーに合わせて調整する手順を説明します。

必要なツール##
T25 Torx ドライバ•	

5/32 インチ六角レンチ•	

オートローダー1.	 の電源をオンにします。10 ページの  「Producer III の電源オン」を参照してください。

オートローダーのイニシャライズが完了するまで待ちます。2.	

ヒント: 	 オートローダーは、イニシャライズの完了に 1 ～ 2 分かかります。

オートローダーの3.	 前面ドアを開きます。

調整する機器を準備します。4.	

リフト アームa.	 を支柱の上端に、手動で移
動させます。

ディスク解放ボタンb.	 を押しながらディスク
をグリッパーに押し込みます。

ディスク解放ボタンc.	 を放します。ディスクが
グリッパーに固定されます。

プリンタ ボタンd.	 を押します。プリンタ トレ
イが開きます。

上端のアクセス カバー5.	 を開きます。

ヒント:	  上端の開口部から下を見て、プリンタの位置を確認します。

リフト アーム

ディスク解放ボタン

グリッパー

上端アクセス カバー
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プリンタを調整します。6.	

ディスクが印刷パッドに触れるまで、a.	 リフト アームをゆっくり下ろします。

ディスクの左右が印刷パッドの中央からずれている場合は、プリンタの左右位置を調整します。b.	

左右調整ねじi.	 を緩めます。

ディスクの左右が印刷パッドの中央に位置するまで、プリンタ トレイでなく、ii.	 プリンタ本体をずらします。

左右調整ねじiii.	 を締めます。

プリンタ ボタン

リフト アーム

ホールディング ピン左右の調整

印刷パッド

左右調整ねじ

前後調整ねじ

日
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 ディスクの前後が印刷パッドの中央からずれている場合は、ディスク押さえの盛り上がったふちとディスク先端の間のすきc.	
間が適切になるように前後調整ねじを回して、プリンタの前後を調整します。

リフト アーム7.	 を、プリンタ トレイにぶつからないように持ち上げます。

プリンタ ボタン8.	 を押します。プリンタ トレイが閉じます。

ディスク解放ボタン9.	 を押します。ディスクがグリッパーから外れます。

ヒント:  	 ディスクの下に片手を置いて、ディスクを受けます。

前面ドア10.	 を閉めます。オートローダーが利用可能になります。

Everest: 前面に 0.063 インチ（1.6mm）のすき間

ディスク押さえ すき間

Prism: 印刷パッドの縁から 0.010 ～ 0.015 インチ (0.25 ～ 
0.38 mm) のディスクの張り出し

印刷パッド すき間

日
本

語
版



232000538_C

	����������������� Gemini ユーティリティの操作

Gemini ユーティリティの操作
Rimage Producer Software Suite には Gemini ユーティリティーというアプリケーションが含まれており、 Producer III の表示名の変
更や警報器の有効化を行うことができます。

ヒント:  		 Producer IIIN 用の Gemini ユーティリティにアクセスするには、ネットワークに接続されたパーナル コンピュータからリモ
ート デスクトップ接続を使用するか、または Producer 6100N、7100N または 8100N にモニタ、マウス、キーボードを接続します。

Gemini ユーティリティの開始
すべてのアプリケーションを閉じ、すべての Rimage サービスを終了します。1.	

注記�� : 追加情報については、Rimage Software オンライン ヘルプを参照してください。

操作2.	 : [スタート] > [すべてのプログラム] > [Rimage] > [ユーティリティ] > [Gemini ユーティリティ] の順に移動します。Gemini 
ユーティリティ が開きます。

注: ��  目的の作業が完了したら、Rimage サービスを開始します。

オートローダーの表示名の変更
Gemini ユーティリティを使用して、オペレータ パネルに表示される名前を入力します。

[Override Name (名前の変更)]1.	  チェックボックスをオンにします。

[Use Computer Name（コンピュータ名を使用）]2.	  チェックボックスをオフにします。

[Display Name (表示名)] 3.	 フィールドに新しい名前を入力します。

[Set Params（パラメータを設定）]4.	  を選択し、名前を設定します。

警報器を有効にする
メディアが切れた時やエラーが発生した時のビープ音の回数を変更することができます。

[# of Beeps on Fault (エラー時の警報数)]1.	  フィールドで、エラーが発生したときに鳴る警報の回数を選択します。

ヒント:		  警報器を無効にするには、警報数をゼロに設定します。 

[Set Params（パラメータを設定）]2.	  を選択し、警報数を設定します。

日
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Il presente manuale fornisce le informazioni necessarie per utilizzare, identificare le parti e per configurare le preferenze di stampa del 
Rimage Producer III. Per configurare e installare il Rimage Producer III, fare riferimento alla Guida di installazione e di configurazionee 
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Introduzione
Il presente manuale fornisce le informazioni necessarie per utilizzare, identificare le parti e per configurare le preferenze di 
stampa del Rimage Producer III e della serie Producer™ IIIN. Questi prodotti fanno parte della famiglia Producer III di Rimage 
che include gli autoloader 6100, 6100N, 7100, 7100N, 8100, e 8100N. I termini “Producer III” e “autoloader” vengono usati in 
tutto il presente documento in riferimento ai prodotti in questione.

Per configurare e installare il Producer III, fare riferimento alla guida per la configurazione e l’installazione che accompagna il 
prodotto.

Il Producer III è disponibile sia con la stampante Everest™ sia con la PrismPlus!™. Per informazioni sulla stampante, fare 
riferimento alla guida per la configurazione e l’installazione o alla guida per l’utente consegnata con la stampante.

Il Producer 6100N, 7100N e 8100N sono dotati di control center incorporato (PC). Il PC incorporato è una periferica 
predisposta per la rete, che riceve ordini dagli altri computer collegati in rete. È possibile utilizzare il Producer 6100N, 7100N e 
8100N collegando un monitor, una stampante e un mouse.
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Informazioni importanti
In questa sezione sono fornite informazioni su come contattare il servizio di supporto e sulle specifiche Rimage Producer 
6100, 6100N, 7100, 7100N, 8100 e 8100N.

Informazioni sul Servizio di supporto
Stati Uniti, Asia/Pacifico, Messico/America Latina Europa
Rimage Corporation
7725 Washington Avenue South
Minneapolis, MN 55439
USA
Att: Servizi Rimage

Rimage Europe GmbH
Albert-Einstein-Str. 26
63128 Dietzenbach Germania

Contattare i Servizi Rimage:
www.rimage.com/support.html
Indirizzo di posta elettronica:
http://www.rimage.com/support_form.cfm 
Telefono:

Nord America: 800-553-8312
Asia/Pacifico, Messico/America Latina 952-946-0004

Fax: 952-946-6956

Contattare i Servizi Rimage Europa:
www.rimage.com/support.html
Indirizzo di posta elettronica: support@rimage.de
Telefono: +49-(0) 1805-7462-43
Fax: +49-(0) 6074-8521-100

Contattando i Servizi Rimage, si prega di fornire quanto 
segue:

Numero di serie del sistema e versione del software.•	

Descrizione tecnica e funzionale del problema.•	

Messaggio esatto di errore ricevuto.•	

Informazioni sul prodotto Rimage:
Copiare le informazioni dal prodotto Rimage per riferimenti futuri.

Nota: �� Aggiornare il numero di serie ogni volta che si 
riceve un autoloader sostitutivo.

Numero di serie:
Nome del prodotto:
Data di acquisto:

Ulteriori informazioni on line
All’indirizzo www.rimage.com/support.html, è possibile conoscere l’ottima qualità del supporto e dei servizi Rimage.

Dalla pagina iniziale Supporto :

Selezionare la 1.	 famiglia di prodotti.

Selezionare il 2.	 prodotto.

Ulteriori informazioni sono disponibili sulla 3.	 pagina del 
prodotto.

Dalla pagina del prodotto è possibile accedere a quando 
segue:

Informazioni sugli ultimi aggiornamenti di software e •	
firmware

Specifiche dei prodotti•	

I documenti più recenti•	

Download di firmware e driver aggiornati•	

Assistenza tecnica
Il supporto per il Rimage Producer III è disponibile attraverso il proprio rivenditore autorizzato. 

Importante -- Registrare il Producer III, in modo da rendere possibile a Rimage di avvisare tempestivamente sulla 
disponibilità degli aggiornamenti.
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Liberatoria per il software di masterizzazione di CD e DVD
Questo Prodotto, Software o questa Documentazione possono essere stati ideati per assistere l’utente nella riproduzione di 
materiale del quale possiede il copyright o ne ha ottenuto il permesso di copia dal detentore del copyright. Nel caso l’utente 
non detenga il copyright o non ne abbia ottenuto il permesso, potrebbe violare le leggi sul diritto d’autore ed essere passibile 
di risarcimento danni e di altre azioni riparatrici. In caso di dubbio sui propri diritti, contattare il proprio consulente legale. Se 
l’utente non è in possesso del copyright né possiede l’autorizzazione del detentore del copyright, la masterizzazione non 
autorizzata di CD e DVD viola la legislazione nazionale e internazionale e può essere severamente punibile.

Informazioni sulla sicurezza e sulla conformità
Il manuale e le indicazioni sul prodotto consentono un uso corretto e sicuro. I simboli riportati di seguito servono a proteggere 
l’utente da infortuni e l’apparecchiatura da danni. 

Avviso! ,, secondo gli standard ANSI (American National Standards Institute) un avviso indica una situazione che potrebbe 
causare lesioni al personale che utilizza o esegue la manutenzione dell’apparecchio.
Attenzione: nn indica che la mancata osservanza dell’istruzione può causare la perdita di o danni ad apparecchio, prodotto, 
software o dati.

Norme precauzionali di sicurezza
Per garantire la sicurezza, prima di utilizzare l’apparecchiatura leggere le seguenti norme precauzionali, assicurandosi di 
conoscerle bene e di averle comprese.

Avvertenze ,,
Il raggio laser utilizzato dal masterizzatore CD/DVD è di •	
Classe 1. Non cercare di aprire il masterizzatore. Tutte 
le procedure di intervento devono essere eseguite da un 
tecnico autorizzato.

Il raggio laser utilizzato dallo scanner per codici a barre •	
è di Classe 2 e può danneggiare la vista. Non cercare 
di aprire lo scanner. Tutte le procedure di intervento 
devono essere eseguite da un tecnico autorizzato.

L’utilizzo di comandi o di regolazioni o l’esecuzione di •	
procedure diverse da quelle qui specificate possono 
causare una pericolosa esposizione a radiazioni.

Non utilizzare strumenti ottici insieme a questa unità. Il •	
rischio di danni alla vista aumenta molto.

Attenzione: nn
Per una costante protezione contro i rischi di incendio, •	
sostituire il fusibile unicamente con componenti dello 
stesso tipo e della stessa capacità nominale. Tutte le 
procedure di intervento devono essere eseguite da un 
tecnico autorizzato.

Utilizzare unicamente il cavo di alimentazione CA fornito •	
o un cavo omologato. Per il supporto nella scelta di un 
cavo di alimentazione dotato di omologazione locale, 
destinato ad applicazioni fuori del Nord America, fare 
riferimento alla sede Rimage più vicina.

Il prodotto è stato progettato per l’uso in ufficio.•	

I Producer 6100N, 7100N e 8100N sono dotati di •	
batteria al litio. Se la batteria non è corretta c’è il rischio 
di esplosione. Smaltire la batteria usata, seguendo le 
istruzioni del produttore, incluse con la confezione della 
batteria stessa.
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Informazioni sulla conformità

Prodotto Producer III (PIII) Modello Producer IIIN (PIIIN) Modello
Producer 6100 RAS24 Producer 6100N RAS24E
Producer 7100 RAS19 Producer 7100N RAS19E
Producer 8100 RAS18 Producer 8100N RAS18E

Avviso per gli USA NOTA: l’apparecchiatura è stata testata e dichiarata conforme ai limiti di un dispositivo digitale di 
Classe A, secondo i dettami della Parte 15 della normativa FCC. Questi limiti sono stati pensati 
per fornire una ragionevole protezione contro dannose interferenze quando l’apparecchiatura è 
in funzione in ambienti commerciali. Questa apparecchiatura genera, usa e può emettere energia 
a radiofrequenze e, se non installata e utilizzata conformemente alle istruzioni del manuale, può 
causare interferenze dannose alle comunicazioni radio. Il funzionamento di questa apparecchiatura 
in un’area residenziale può causare interferenze, nel qual caso l’utente è tenuto a rimediare 
assumendosene gli oneri.

Il prodotto è conforme a UL 60950-1, 1a edizione.
Avviso per il 
Canada

Questa apparecchiatura digitale di classe A è conforme a ICES-003 n.4:2004. Cet appareil numerique 
de la classe B est conforme a la norme NMB-003 du Canada.
Questo prodotto è conforme a CAN/CSA-C22.2 N. 60950-1-03 a edizione.

Avviso per 
l’Europa

Il prodotto è conforme alla direttiva EMC (89/336/CEE) e alla direttiva Basso voltaggio (73/23/CEE), 
mediante conformità alle seguenti normative europee: EN 60950:2000, EN 55022:1998 + A1: 2000 
e A2: 2003, EN 55024:1998 e A1: 2001 e A2: 2003, EN 61000-3-2:2000, EN 61000-3-3:1995 e A1: 
2001. EN 55022: 1998 + A1: 2000 Class B Limit; EN 55024: 1998; EN 61000-3-2:2000; EN 61000-3-
3:1995 + A1: 2001; EN 60950: 2000. Conformemente alla Direttiva CE 93/68/CEE sulla marchiatura, 
è stato affisso il marchio CE.

Avviso per il 
Giappone

Si tratta di un prodotto di Classe A, in base allo standard del Voluntary Control Council per le 
interfacce delle apparecchiature informatiche (VCCI). Se questa apparecchiatura viene utilizzata 
in ambienti domestici, si possono verificare interferenze radio, in tal caso può essere necessario 
intraprendere un’azione correttiva.
Traduzione:
この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会（ＶＣＣＩ）の基準に基づくクラス
A 情報技術装置です。この装置を家庭環境で使用すると電波妨害を引き起こすことがありま
す。この場合には使用者が適切な対策を講ずるよう要求されることがあります。

Avviso per 
l’Australia

Il prodotto è conforme alla norma AS/NZS CISPR22:2004.
Italiano



52000538_C

	����������������������� Informazioni importanti

Specifiche del Producer III e IIIN
Nota: �� Per le specifiche della stampante, fare riferimento alla relativa guida dell’utente.

Producer III Producer IIIN
6100 7100 8100 6100N 7100N 8100N

Sistema 
standard

Producer 6100, 7100, o 8100, stampante Everest 
o Prism, pacchetto software Rimage Producer 
(PSS) e il PC esterno (7100 e 8100 solo).

Nota:��  Per i requisiti minimi e ottimali del PC 
per il PC esterno del 6100, fare riferimento 
alla tabella delle Specifiche aggiuntive per il 
6100  a pagina 6.

Producer 6100N, 7100N, o 8100N, stampante 
Everest o Prism e pacchetto software Rimage 
Producer (PSS).

Numero di 
masterizzatori 1 2 4 1 2 4

Dimensioni 
fisiche

Altezza*

Larghezza

Profondità**

Peso

con Everest

con Prism

58,7 cm
(23,25")

64,1 cm
(25,25") 

72,7 cm
(28,75") 

58,7 cm
(23,25")

64,1 cm
(25,25")

72,7 cm
(28,75")

41,3 cm
(16,25")

41,0 cm
(16,25")

41,9 cm
(16,5")

41,3 cm
(16,25")

41,0 cm
(16,25")

41,9 cm
(16,5")

62,9 cm
(24,75")

62,9 cm
(24,75")

62,9 cm
(24,75")

62,9 cm
(24,75")

62,9 cm
(24,75")

62,9 cm
(24,75")

29,0 kg
(64 libbre)

31,8 kg
(70 libbre)

37,6 kg
(83 libbre)

38,1 kg
(84 libbre)

40,9 kg
(90 libbre)

46,7 kg
(103 libbre)

49,4 kg
(109 libbre)

52,2 kg
(115 libbre)

58,1 kg
(128 libbre)

58,5 kg
(129 libbre)

61,2 kg
(135 libbre)

67,1 kg
(148 libbre)

38,1 kg
(84 libbre)

40,8 kg
(90 libbre)

46,7 kg
(103 libbre)

47,2 kg
(104 libbre)

49,9 kg
(110 libbre)

55,8 kg
(123 libbre)

* L’altezza non comprende la spia opzionale di stato. La spia di stato è alta 15,2 cm (6").

* * Lasciare ulteriori 9 cm (3,5") per il cablaggio.

Sistemi 
operativi 
supportati

Windows XP Professional con SP2 e Windows 
Server 2003.

il sistema operativo supportato è installato sul 
PC incorporato. Questo prodotto supporta solo il 
sistema operativo installato.

Requisiti 
software

Pacchetto software Rimage Producer (PSS) 
installato sul PC esterno (7100 e 8100 solo).

Nota:��  Per i requisiti minimi e ottimali del PC 
per il PC esterno del 6100, fare riferimento 
alla tabella delle Specifiche aggiuntive per il 
6100  a pagina 6.

il software richiesto viene installato sul PC 
incorporato.

Capacità 
vassoio di 
ingresso

100 dischi per vassoio. Il sistema è dotato di tre vassoi di ingresso.

Nota: �� È possibile ottenere quattro vassoi di ingresso sul Producer 6100, 6100N, 8100 e 8100N, 
configurando il vassoio di uscita esterno come unico vassoio di uscita. Se il sistema viene 
configurato in questo modo, dopo 75 dischi è necessario l’intervento dell’utente per l’8100 e 
l’8100N e dopo 20 dischi per il 6100 e 6100N.

Le specifiche continuano a pagina 6
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Producer III Producer IIIN
6100 7100 8100 6100N 7100N 8100N

Capacità in 
uscita

300 dischi prima che sia necessario l’intervento dell’operatore, quando il dispositivo girevole viene 
utilizzato come raccoglitore di uscita.

Nota:��  Il Producer 6100, 6100N, 8100 e 8100N prevedono un vassoio esterno di uscita. Per 
ulteriori informazioni, vedere la nota sulla capacità del vassoio di ingresso. 

Capacità della 
rete

Per inviare gli ordini a un PC in rete, fare riferimento alla Guida Rimage alla configurazione avanzata 
(rete).

Alimentazione 100 – 240 VCA, 60/50 Hz, 4,7 – 3,7 A, 500 Watt massimo

Requisiti dei 
supporti

Per i requisiti dei supporti corretti, fare riferimento alla guida per l’utente della stampante. I Rimage 
Media Kit™ sono ideati per ottime performance di masterizzazione e stampa.

Requisiti del 
nastro

Per i nastri della stampante corretti, fare riferimento alla guida per l’utente della stampante. I kit di 
supporti Rimage comprendono i nastri per la stampa necessari.

Requisiti del 
modello di 
etichetta

Per i requisiti di progettazione delle etichette, fare riferimento alla guida per l’utente della stampante.

Temperatura di 
funzionamento

da 16° a 60° C

Umidità Dal 40 all’80% senza condensa

Temperatura di  
immagazzi-
naggio

da -15° a 35° C

 
Specifiche aggiuntive per il 6100
Requisiti minimi del PC esterno per il 
Producer 6100

Se non si ha dimestichezza con questi requisiti, rivolgersi al 
proprio tecnico hardware o consultare la documentazione del 
PC.

Processore: Celeron, 2.0 GHz
RAM/Memoria: 1GB
Archiviazione fissa: 60 GB di spazio libero
Grafica: risoluzione dello schermo pari a 1024 x 768, colori 
16 bit
Porte: Una porta USB 2.0
Sistemi operativi: Windows XP Professional con SP2 o 
Windows Server 2003.
Software: Pacchetto software Rimage Producer (PSS) 8.1 o 
superiore.

Requisiti ottimali del PC esterno per il 
Producer 6100

Queste specifiche del PC sono consigliate nel caso in cui si 
utilizzi il Rimage Producer 6100 per masterizzare DVD/BD.

*La misurazione è basata sulla configurazione di questo 
sistema. Per prestazioni ottimali, utilizzare un PC con queste 
specifiche. 

Processore: Core 2 Duo, E4300
RAM/Memoria: 1GB, DDR2-533
Archiviazione fissa: Due dischi fissi da 250 GB, 7.200 RPM 
Enterprise Class Serial ATA configurati inRAID 0:

La partizione 1 viene utilizzata per il sistema operativa•	
La partizione 1 viene utilizzata per la cartella del sistema •	
Rimage

Porte: Una porta USB 2.0
Grafica: 1024x768, 65.536 colori a 32 bit
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Individuare i componenti del Producer III
Nota:��  Il sistema può risultare leggermente diverso da quello descritto.

Vista anteriore

Pulsante operatore

Pannello operatore

Vassoio di uscita 

Dispositivo 
girevole

Pulsante di accensione PC 
incorporato (solo 6100N)

Sportello anteriore

Masterizzatori

Braccio di sollevamento

6100 e 6100N

Pulsante operatore
Spia di stato (opzionale)

Pannello operatore

Vassoio di uscita (solo 8100 e 
8100N) 

Dispositivo 
girevole

Pulsante di accensione PC 
incorporato (solo 7100N e 8100N)

Braccio di sollevamento

Masterizzatori

Sportello anteriore

7100, 7100N, 8100, e 8100N
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Vista posteriore

Cavo di 
alimentazione

Cavo di rete

Interruttore di 
accensione

6100N

7100/8100

Cavo di 
alimentazione

Interruttore di 
accensione

Cavi FireWire

Cavo USB

Interruttore di 
accensione

Cavo USB
Cavo di 

alimentazione

6100

7100N/8100N

Cavo di 
alimentazione

Cavo di rete

Interruttore di 
accensione
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Informazioni sulle parti

Spia di stato
Il Producer III può essere dotato di spia opzionale di stato che indica le varie condizioni. Questa tabella illustra gli stati 
dell’indicatore di stato e illustra le condizioni indicate da ciascuno stato. 

Stato della spia Condizione del sistema
Luce verde 
accesa

Il sistema funziona in modo corretto. Nessun lavoro in corso di elaborazione.

Luce verde 
lampeg-
giante

Il sistema funziona in modo corretto. Lavori in corso di elaborazione.

Luce gialla 
accesa

L’autoloader sta aspettando l’avvio del software. Se il Control Center non si è avviato, 
accenderlo. Controllare i collegamenti dei cavi su autoloader e Control Center.

Luce gialla 
lampeg-
giante

Sportello anteriore probabilmente aperto. Chiudere lo sportello anteriore per consentire i 
processi di stampa.

Nastro o supporti probabilmente in esaurimento. Leggere il pannello dell’operatore per 
individuare che cosa si sta esaurendo.

 

Luce rossa 
accesa

Dischi vergini esauriti. Riempire i raccoglitori con il tipo corretto di supporti.

Errore di sistema che richiede l’intervento dell’operatore. Controllare l’eventuale messaggio 
della workstation del client o del Control Center.

Errore dell’apparecchiatura all’avvio iniziale; per esempio, dispositivo girevole mancante. 
Controllare l’eventuale messaggio della workstation del client o del Control Center.

Pannello operatore
Il pannello operatore ha un display a due righe che informa sul funzionamento e su qualunque condizione che richieda 
l’intervento dell’operatore. Stato dei consumabili incluso. Dopo l’inizializzazione, il Producer IIIN visualizza il nome del PC 
incorporato. Fare riferimento alla sezione Avvio delle utilità Gemini  a pagina 23, per vedere le altre opzioni.

Nota	 : il simbolo jolly “^” nell’angolo superiore destro del display indica che il software Rimage sta comunicando con 
l’autoloader.

Pulsante operatore
Per accedere al pulsante operatore, aprire lo sportello anteriore. Premere il pulsante operatore per far ruotare il dispositivo 
girevole e posizionare un raccoglitore in modo da poter caricare o scaricare i dischi. Ogni volta che il pulsante operatore viene 
premuto, il dispositivo gira verso il vassoio successivo.

Suggerimento:	  Il dispositivo gira verso il vassoio solo in seguito alla completa inizializzazione dell’autoloader.

Distributore dischi
Solo i Producer 6100, 6100N, 8100 e 8100N sono dotati di un distributore di dischi.

Cicalino
Il Producer III è dotato di cicalino che suona quando è necessario l’intervento dell’utente. Leggere il messaggio di errore 
visualizzato sul pannello operatore o sul monitor del PC e intraprendere le azioni appropriate per risolvere il problema.
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Uso del Producer III
Questa sezione fornisce le informazioni necessarie per la produzione di CD o DVD con il Producer III.

Accendere il Producer III
Prima di iniziare:

Prima di accendere il sistema, il dispositivo girevole deve essere presente. Per maggiori informazioni su come installare il 
dispositivo girevole, fare riferimento alla sezione Installazione del dispositivo girevole  di pagina 12.

Premere l’1.	 interruttore di accensione sul retro dell’autoloader. Il Producer III si accende. 

Se si possiede un Producer 6100N, 7100N, o 8100N, continuare con la fase 2.

Sulla parte anteriore dell’autoloader, premere il 2.	 pulsante di alimentazione del PC per accendere il PC incorporato. Il 
Producer IIIN e il PC incorporato sono accesi.

Interruttore di accensione

Pulsante di accensione PC
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Spegnere il Producer III
Chiudere tutte le applicazioni aperte. 1.	
Se si possiede un autoloader Producer 6100, 7100 o 8100, continuare con il passo 3.

Se si possiede un Producer 6100N, 7100N, o 8100N, continuare con la fase 2.

Premere il 2.	 pulsante di alimentazione del PC. Il software, Windows, e il PC incorporato vengono spenti.

Attenzione:nn  Non tenere premuto il pulsante di alimentazione del 
PC. Se si tiene premuto i pulsante di alimentazione del PC, questo 
non si spegne correttamente. Si può verificare una perdita o il 
danneggiamento dei dati.

Nota: 	 Per lo spegnimento del sistema sono necessari circa 30 
secondi.

Premere l’3.	 interruttore di accensione per accendere il Producer III.

Importante! -- Se si possiede un Producer IIIN, non 
premere l’interruttore di accensione principale fino a 
quando il PC non è completamente spento.

Mettere in pausa il Producer III
Mettere in pausa il Producer III per aggiungere dischi all’autoloader.

Aprire lo 1.	 sportello anteriore. Il funzionamento viene sospeso.

Chiudere lo 2.	 sportello anteriore. Il funzionamento riprende.

Pulsante di accensione PC

Interruttore di accensione
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Installazione del dispositivo girevole
Suggerimento: 	 per evitare errori, installare il dispositivo girevole prima di avviare il software o accendere l’autoloader.

Aprire lo 1.	 sportello anteriore.

Installare il 2.	 dispositivo girevole nel Producer III.

Inserire direttamente il a.	 dispositivo girevole facendolo scorrere, in modo che il perno al centro scorra attraverso la 
fessura della guida di supporto. 

Ruotare il b.	 dispositivo girevole finché il supporto superiore non scende nella guida.

Chiudere lo 3.	 sportello anteriore.

Rimuovere il dispositivo girevole
Per caricare o scaricare dischi, rimuovere il dispositivo girevole.

Importante! -- Se il software sta eseguendo delle operazioni sull’autoloader, attendere fino al completamento 
dell’operazione o mettere il software in pausa.

Aprire lo 1.	 sportello anteriore.

Afferrare la parte inferiore del 2.	 dispositivo girevole con due mani e sollevarlo dal piatto, finché il supporto superiore non 
si stacca dalla guida.

Spostare il 3.	 dispositivo girevole verso l’esterno, allontanandolo dall’autoloader.

Perno centrale

Guida del supporto
Supporto superiore
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Caricare i dischi.
Sul vassoio è possibile caricare fino a 100 dischi. Per farlo è possibile rimuovere il dispositivo girevole o seguire la procedura 
che segue e collocare i dischi su ciascun raccoglitore.

Aprire lo 1.	 sportello anteriore.

Premere il 2.	 pulsante operativo per far ruotare il dispositivo 
girevole e collocare il vassoio in posizione per caricare i dischi. 

Dopo aver rimosso tutti i dischi completati dal vassoio, collocarvi 3.	
fino a 100 dischi da registrare.

Importante! -- Collocare i dischi con il lato da masterizzare 
rivolto verso il basso.

Suggerimento:	  È possibile indicare i vassoi da 1 a 4 come 
alimentazione, scarico, rifiuto o per un tipo specifico di 
supporto, tramite il software.

Ripetere le fasi 2–3 finché non sono riempiti tutti i vassoi 4.	
desiderati.

Chiudere lo 5.	 sportello anteriore.

Scaricare i dischi
Aprire lo 1.	 sportello anteriore.

Premere il 2.	 pulsante operativo per far ruotare il dispositivo girevole e collocare il vassoio in posizione per rimuovere i 
dischi.

Togliere i dischi dal vassoio.3.	

Ripetere le fasi 2–3 finché i raccoglitori desiderati non sono vuoti.4.	

Chiudere lo 5.	 sportello anteriore.

Impostare le preferenze di stampa
Le Preferenze di stampa consentono la configurazione e l’uso del Producer III per la produzione delle migliori etichette per 
dischi. Fare riferimento alla guida per l’utente della stampante per istruzioni specifiche sulle preferenze di stampa.
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Manutenzione del Producer III
Utilizzare le informazioni nella presente sezione per mantenere il Producer III in condizioni di funzionamento ottimali.

Panoramica
Una manutenzione preventiva regolare del Producer III può contribuire ad assicurare masterizzazioni prive di errori ed 
etichette stampate in modo nitido. La manutenzione riguarda la pulizia del sistema e l’allineamento della stampante nella parte 
superiore dell’autoloader. 

Nota: �� La stampante possiede i propri requisiti di manutenzione. Per informazioni, fare riferimento alla Guida per l’utente 
della stampante.

Informazioni di avvertenza
Attenzione: nn Per evitare di danneggiare il Producer III durante le operazioni di manutenzione:

non utilizzare oli, silicone o altri prodotti lubrificanti sulle parti della stampante Producer III.•	  

Utilizzare solo detergenti non abrasivi per pulire le superfici del Producer III•	 .

Non utilizzare detergenti per pulire il PC incorporato.•	

Evitare di versare detergenti direttamente sul Producer III. Applicare, invece, il detergente prima su un panno.•	

Quando si accede al PC incorporato, rispettare le precauzioni per i dispositivi sensibili alle scariche elettrostatiche•	 .
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Pianificazione della manutenzione preventiva
Nota: �� il sistema può richiedere una manutenzione più frequente, se utilizzato in aree polverose, come negozi o 
magazzini.

Prima di iniziare:

Avvertenza! ,, Spegnere sempre l’autoloader e scollegare il cavo di alimentazione prima di accedere al PC incorporato.

Spegnere il 1.	 Producer III.

Scollegare il 2.	 cavo di alimentazione.

Importante! -- Il mancato rispetto della manutenzione programmata può rendere nulla la garanzia.

Operazione Strumento Frequenza

Pulire l’albero del braccio di 
sollevamento e prestare molta 
attenzione a:

Area intorno alla base dell’albero•	

Area sopra il braccio di •	
sollevamento

Panno privo di filacce Settimanalmente

Pulire tutte le superfici dell’autoloader, 
includendo:

le parti laterali, e la parte superiore•	

alla stampante•	

Raccoglitore di uscita•	

Dispositivo girevole•	

Base (rimuovere prima il dispositivo •	
girevole)

superficie superiore sul braccio di •	
sollevamento

Panno privo di filacce

Detergente non abrasivo, multiuso

Settimanalmente

Rimuovere polvere e sporco dalle 
ventole sulla parte posteriore 
dell’autoloader.

Contenitore di aria compressa Mensilmente

Rimuovere polvere e sporco dalle 
aperture sulla parte posteriore 
dell’autoloader.

Solo per i sistemi incorporati (6100N, 
7100N e 8100N), rimuovere il 
dispositivo girevole ed eliminare 
polvere e sporco dalle aperture del 
modulo del PC.

Vuoto Mensilmente

Allineare la stampante. Fare 
riferimento alle istruzioni Allineare la 
stampante, a pagina 20.

Cacciavite Torx T25 Al momento dell’installazione, se 
i dischi non vengono prelevati 
correttamente dal vassoio della 
stampante, oppure se si verificano 
errori di bloccaggio.
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Test diagnostici
Questa sezione contiene le informazioni necessarie per l’accesso, la selezione e l’esecuzione dei test diagnostici di Producer 
III per la versione 3.601 o superiore del firmware. Se si possiede un sistema con una versione del firmware inferiore a 3.601, 
fare riferimento a www.rimage.com/support.html per le istruzioni per il test diagnostico appropriate.

Importante!--  

Eseguire esclusivamente i test diagnostici indicati di seguito. Non tentare di eseguire altri test diagnostici senza •	
l’assistenza di un tecnico Rimage addestrato.

Per eseguire uno qualsiasi dei test diagnostici, è necessario assicurarsi che Producer III non sia in stato di errore.•	

Accesso e selezione dei test diagnostici

Accesso alla modalità diagnostica

Accendere l’1.	 autoloader.

Attendere l’inizializzazione dell’autoloader. L’operazione può impiegare qualche minuto.2.	

Aprire lo 3.	 sportello anteriore dell’autoloader.

Tenere premuto il 4.	 pulsante operativo finché sul pannello di controllo non viene visualizzata l’indicazione [BUTTON 
DIAGNOSTICS].

Nota: 	 sul pannello di controllo vengono visualizzati altri messaggi di stato, mentre si tiene premuto il pulsante 
operativo. Non rilasciarlo, fino a quando sul pannello di comando non viene visualizzato [BUTTON DIAGNOSTIC].

Rilasciare il 5.	 pulsante operativo. Viene visualizzata l’indicazione [CHOOSE DIAGNOSTIC], sul pannello operatore. 
L’autoloader è in modalità diagnostica.

Selezione del test diagnostico

Premere il 1.	 pulsante operativo un numero di volte pari al numero del test (indicato nel titolo del test stesso).

Raggiunto il numero, tenere il 2.	 pulsante premuto per cinque secondi per avviare il test selezionato.

Ad esempio: per avviare il test diagnostico 3 (diagnostica di calibrazione), premere il pulsante operativo per tre volte, 
tenendolo premuto la terza volta.

Suggerimento:	  Per visualizzare il nome e il numero di ciascun test diagnostico, premere il pulsante operativo a una 
velocità tale da poter leggere il test sul pannello dell’operatore. Se il test scelto viene superato, rilasciare il pulsante 
operativo e attendere che l’autoloader torni in modalità diagnostica oppure che sul pannello di controllo venga 
visualizzata l’indicazione [CHOOSE DIAGNOSTIC].

Continuare con il test diagnostico desiderato.3.	

Uscita dalla modalità diagnostica
Se è in corso un test diagnostico, premere il 1.	 pulsante operativo una volta per interrompere il test.

Nota: 	 Per uscire dal test diagnostico 1 (test diagnostico del dispositivo girevole), tenere premuto il pulsante operativo 
per interrompere il test e tornare alla modalità diagnostica.

Quando si interrompe un test diagnostico, premere il 2.	 pulsante operativo sei volte, tenendolo premuto l’ultima volta. Sul 
pannello di comando viene visualizzata l’indicazione [EXIT DIAGNOSTIC]. 

Rilasciare il 3.	 pulsante operativo. L’autoloader esce dalla modalità diagnostica e il sistema si riavvia.
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Test diagnostico 1, Test diagnostico del dispositivo girevole
Il test prevede due modalità. La prima modalità valuta la posizione del dispositivo girevole. La seconda modalità valuta 
l’allineamento del braccio di sollevamento al dispositivo girevole.

Controllo della posizione del dispositivo girevole

Il test verifica che il dispositivo girevole sia posizionato in modo corretto nell’autoloader.

Assicurarsi che l’autoloader sia in modalità diagnostica. Fare riferimento alla sezione 1.	  Accesso e selezione dei test 
diagnostici a pagina 16.

Tenere2.	  premuto il pulsante operativo fino a quando sul pannello di controllo non viene visualizzata l’indicazione [01 
CAROUSEL CHK DIAGNOSTIC].

Rilasciare il 3.	 pulsante operativo. 

Premere il 4.	 pulsante operativo per far ruotare il dispositivo girevole dalla posizione del vassoio corrente a quella 
successiva.

Nota: 	 Ogni volta che il dispositivo girevole ruota, sul pannello di controllo vengono visualizzate la posizione in cui si 
trova il dispositivo girevole e la posizione di destinazione. Il numero della posizione corrente del dispositivo girevole 
viene visualizzato come [A+00000] mentre la posizione di destinazione viene visualizzata come [T+00000]. 

Ripetere la 5.	 fase 4 per ciascuno dei quattro vassoi girevoli.

Nota: 	 Dopo che il dispositivo girevole ha effettuato una rotazione in senso orario dal vassoio 1 al vassoio 4, ruota 
anche in senso antiorario dal vassoio 4 al vassoio 1.

Tenere premuto il 6.	 pulsante operativo per uscire dal test e ritornare alla modalità diagnostica.

Controllo dell’allineamento del braccio di sollevamento con il dispositivo girevole

Questo test verifica che il braccio di sollevamento si allinei in modo corretto con ciascun vassoio del dispositivo girevole.

Assicurarsi che l’autoloader sia in modalità diagnostica. Fare riferimento alla sezione 1.	 Accesso e selezione dei test 
diagnostici a pagina 16.

Tenere premuto il 2.	 pulsante operativo fino a quando sul pannello 
di controllo non viene visualizzata 
l’indicazione [01 CAROUSEL CHK].

Rilasciare il 3.	 pulsante operativo.

Collocare un 4.	 disco sul braccio di 
sollevamento. Spingere il disco nel 
dispositivo di presa, premendo il pulsante 
di rilascio del disco.

Rilasciare il 5.	 pulsante di rilascio del disco. 
Il dispositivo di presa sostiene il disco.

Premere il 6.	 pulsante operativo per far ruotare il dispositivo girevole fino al vassoio 1.

Spostare manualmente il 7.	 braccio di sollevamento e il disco in basso fino al vassoio 1. Assicurarsi che il disco non 
intralci il movimento del dispositivo girevole.

Importante! -- Se il disco intralcia il dispositivo girevole durante il fase 7, il braccio di sollevamento potrebbe subire 
errori di calibrazione o si potrebbero verificare problemi con l’hardware che serve a posizionare il dispositivo girevole. 
Eseguire il test diagnostico 3 a pagina 18 per calibrare il braccio di sollevamento e il dispositivo girevole.

Allontanare manualmente il 8.	 braccio di sollevamento dal vassoio 1.

Ripetere le 9.	 fasi 6-8 per i vassoi 2, 3 e 4.

Premere il 10.	 pulsante di rilascio del disco per rilasciare il disco e rimuoverlo dal braccio di sollevamento.

Tenere premuto il 11.	 pulsante operativo per uscire dal test e ritornare alla modalità diagnostica.

Fare riferimento alla sezione 12.	 Uscita dalla modalità diagnostica a pagina 16 per uscire dalla modalità diagnostica.

Pulsante di rilascio del disco

Dispositivo di presa
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Test diagnostico 3, Test diagnostico di calibrazione
Il test prevede due modalità. La prima modalità calibra il braccio di sollevamento per rilevare precisamente il numero di dischi 
presenti nei vassoi del dispositivo girevole. La seconda modalità calibra il dispositivo girevole.

Suggerimento:		  È possibile richiedere all’autoloader di eseguire i test di calibrazione del braccio di sollevamento e del 
dispositivo girevole contemporaneamente oppure di eseguire i due test separatamente.

Calibrazione del braccio di sollevamento

Questo test calibra il braccio di sollevamento per rilevare precisamente il numero di dischi presenti nei vassoi del dispositivo girevole.

Rimuovere tutti i 1.	 dischi dai vassoi del dispositivo girevole.

Assicurarsi che l’autoloader sia in modalità diagnostica. Fare riferimento alla sezione 2.	 Accesso e selezione dei test 
diagnostici a pagina 16.

Tenere premuto il 3.	 pulsante operativo finché sul pannello operativo non viene visualizzata l’indicazione [03 CALIBRATE].

Rilasciare il 4.	 pulsante operativo. Il braccio di sollevamento si sposta in posizione di partenza e la luce del pulsante 
operativo inizia a lampeggiare.

Suggerimenti: 		
se si desidera che l’autoloader esegua il test di calibrazione del dispositivo girevole subito dopo il test di •	
calibrazione del braccio di sollevamento, spostare in questo momento il braccio di sollevamento nella parte 
superiore della colonna di sollevamento e procedere con la fase 5.

Se si desidera eseguire solo il test di calibrazione, procedere ora con la fase 5.•	
Posizionare un 5.	 disco nel vassoio 1.

Importante! -- Collocare un disco sul vassoio 1.

Suggerimento: 	 Se è necessario, ruotare manualmente il dispositivo girevole per caricare i supporti nel vassoio 1.  
Se viene premuto il pulsante operatore viene richiesto di iniziare il diagnostico 3.

Premere il 6.	 pulsante operativo.

Il braccio di sollevamento si sposta verso il vassoio 1.•	
Il braccio di sollevamento prende e rilascia il disco per misurare la lunghezza del dispositivo di presa. •	
Il braccio di sollevamento ritorna nella posizione di partenza. •	
Il braccio di sollevamento torna al vassoio 1, prende il disco e lo lascia cadere nel vassoio 2 per misurare la •	
lunghezza del sollevamento.

Il dispositivo girevole ruota indietro al vassoio 1.•	
Suggerimento: 	 Se nel passo il braccio di sollevamento era stato spostato nella parte superiore della colonna 
di sollevamento nella fase 4, il braccio di sollevamento si sposta fino al dispositivo girevole e sul pannello di 
controllo viene visualizzata l’indicazione [CAL CAROUSEL POS PUT DISC ON GRPR]. Sistemare un disco sul 
braccio di sollevamento e continuare fino alla fase 8 nella sezione Calibrazione del dispositivo girevole. 

L’autoloader esce dal test diagnostico 3 e il sistema si riavvia.•	

Nota: 	 Il test diagnostico 3 fa sì che l’autoloader esca dalla modalità diagnostica. Per continuare con i test 
diagnostici, consultare la sezione Accesso e selezione dei test diagnostici a pagina 16. 

Calibrazione del dispositivo girevole

Questo test misura la posizione del dispositivo girevole e il gioco del treno di trasmissione del dispositivo girevole.

Rimuovere tutti i 1.	 dischi dai vassoi del dispositivo girevole.

Assicurarsi che l’autoloader sia in modalità diagnostica. Fare riferimento alla sezione 2.	 Accesso e selezione dei test 
diagnostici a pagina 16.

Tenere premuto il 3.	 pulsante operativo finché sul pannello operativo non viene visualizzata l’indicazione [03 CALIBRATE].

Rilasciare il 4.	 pulsante operativo. Il braccio di sollevamento si sposta in posizione di partenza e la luce del pulsante 
operativo inizia a lampeggiare.

Spostare 5.	 il braccio di sollevamento nella parte superiore della colonna di sollevamento. 
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Collocare un 6.	 disco sul braccio di sollevamento. Spingere il disco nel dispositivo di presa, premendo il pulsante di 
rilascio del disco.

Premere il 7.	 pulsante operativo. Il dispositivo girevole si sposta e braccio 
di sollevamento si abbassa verso il vassoio 1. 

Abbassare manualmente e delicatamente il 8.	 braccio di sollevamento e 
il disco verso il vassoio. L’autoloader non consente al disco di spostarsi 
al di sotto di 0,25" dalla parte superiore del dispositivo girevole.

Nota: 	 L’autoloader misura la posizione del dispositivo girevole 
e sul pannello di controllo viene visualizzata l’indicazione [CAL 
CAROUSEL POS O+00000 N+00000] in cui O+00000 è il vecchio 
valore di offset e N+00000 è il nuovo valore di offset relativo alla 
posizione corrente del dispositivo girevole.	

Manualmente, ruotare delicatamente il 9.	 dispositivo girevole in modo tale che la distanza tra i bordi del dispositivo 
girevole e il bordo del disco sia la stessa in tutti e quattro i punti come mostrato in figura. 

Nota: 	 Il bordo del disco non deve in alcun modo toccare 
nessuna parte del dispositivo girevole. Se a questo punto 
non si riesce a centrare il dispositivo girevole, il braccio di 
sollevamento va regolato nuovamente.	

Premere il 10.	 pulsante operativo. 

Il braccio di sollevamento si abbassa e fissa il disco al fondo del vassoio 1 per misurare il gioco del treno di •	
trasmissione del dispositivo girevole.

Nota: 	 Sul pannello di controllo viene visualizzata l’indicazione [BACKLASH O+00000 N+00000] in cui O+00000 
è il vecchio valore di offset e N+00000 è il nuovo valore di offset relativo alla posizione corrente del dispositivo 
girevole regolato per il gioco.

Il braccio di sollevamento rilascia il disco nel vassoio 1.•	

L’autoloader esce dal test diagnostico 3 e il sistema si riavvia.•	

Nota: 	 Il test diagnostico 3 fa sì che l’autoloader esca dalla modalità diagnostica. Per continuare con i test 
diagnostici, consultare la sezione Accesso e selezione dei test diagnostici a pagina 16.

Italiano



20 2000538_C

	 Guida per l'utente di Producer™ III e Producer™ IIIN di Rimage

Allineare la stampante
Questa sezione fornisce informazioni relative all’allineamento delle stampanti Everest o Prism all’autoloader.

Strumenti necessari##
Cacciavite Torx T25•	

Chiave Allen da 5/32"•	

Accendere l’1.	 autoloader. Fare riferimento a Accendere il Producer III a pagina 10.

Attendere che si completi l’inizializzazione.2.	

Suggerimento: 	 L’inizializzazione dell’autoloader si completa in uno/due minuti.

Aprire lo 3.	 sportello anteriore dell’autoloader.

Preparare l’unità per l’allineamento.4.	

Spostare manualmente il a.	 braccio di 
sollevamento fino alla parte superiore 
della colonna.

Spingere il b.	 disco nel dispositivo di 
presa, premendo il pulsante di rilascio 
del disco.

Rilasciare il c.	 pulsante di rilascio del 
disco. Il dispositivo di presa sostiene il 
disco.

Premere il d.	 pulsante della stampante. 
Il vassoio della stampante verrà aperto.

Aprire il 5.	 coperchio di accesso superiore.

Suggerimento:	  Per osservare l’allineamento della stampante, 
guardare verso il basso attraverso l’apertura sulla parte superiore.

Braccio di sollevamento

Pulsante di rilascio del disco

Dispositivo di 
presa

Coperchio superiore di 
accesso
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Allineare la stampante.6.	

Abbassare lentamente il a.	 braccio di sollevamento finché il disco non tocca il tappetino di stampa incassato.

Se il disco non è centrato da parte a parte sul tappetino di stampa, allineare la stampante da parte a parte.b.	

Allentare le i.	 viti da una parte e dall’altra.

Far scorrere la ii.	 stampante, non il vassoio di stampa, finché il disco non viene centrato lato su lato sul tappetino 
di stampa.

Stringere le iii.	 viti da una parte e dall’altra.

Pulsante stampante

Braccio di sollevamento

Perni di fissaggioAllineamento da parte a parte

Tappetino di stampa

Viti da parte a parte

Vite da anteriore a posteriore
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Se necessario, allineare la parte anteriore della c.	 stampante ruotando la vite di allineamento da anteriore a 
posteriore fino a raggiungere il corretto spazio tra il bordo superiore del disco e il bordo del fermo.

Sollevare il 7.	 braccio allontanandolo dal vassoio di stampa.

Premere il 8.	 pulsante della stampante. Il vassoio della stampante verrà chiuso.

Premere il 9.	 pulsante di rilascio del disco. La pinza rilascia il disco.

Suggerimento: 	 Collocare la mano sotto il disco per raccoglierlo.

Chiudere lo 10.	 sportello anteriore. L’autoloader è pronta all’uso.

Everest: spazio di 0,063" nella parte anteriore

Fermo del disco Spazio

Prism: il disco incombe sul tappetino di stampa per  
0,25 mm – 0,38 mm

Tappetino di stampa Spazio
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Funzionamento delle utilità Gemini
Il pacchetto software Producer Rimage include un’applicazione denominata Utilità Gemini, utilizzata per modificare il nome del 
display del Producer III e attivare il segnale acustico. 

		 Suggerimento: per accedere alle utilità Gemini per il Producer 6100N, 7100N o 8100N, utilizzare remote desktop connection 
da un PC collegato in rete, oppure collegare un monitor, una tastiera e il mouse al Producer 6100N, 7100N o 8100N.

Avvio delle utilità Gemini
Chiudere tutte le applicazione software aperte e arrestare tutti i servizi Rimage.1.	

Nota�� : per ulteriori informazioni, consultare la Guida in linea del software Rimage.

Selezionare2.	 : Start (Start) > Programs (Programmi) > Rimage > Utilities (Utilità) > Gemini Utilities (Utilità Gemini). L’utilità 
Gemini si apre.

Nota: �� quando le attività desiderate sono state completate, avviare i servizi Rimage.

Modifica del nome del display dell’autoloader
Utilizzare le utilità Gemini per inserire il nome visualizzato sul pannello dell’operatore.

Selezionare la casella di controllo 1.	 Override Name (Sovrascrivi nome).

Deselezionare la casella di controllo 2.	 Use Computer Name (Utilizza nome computer).

Nel campo 3.	 Display name (Nome del display), immettere il nuovo nome.

Selezionare 4.	 Set Params (Imposta parametri) per impostare il nome.

Attivazione del cicalino
È possibile modificare il numero di segnali acustici emessi quando sono finiti i supporti nell’unità o si verifica un errore.

Nel campo 1.	 # of Beeps on Fault (Numero di segnali acustici durante il guasto), selezionare il numero di segnali che si 
desidera ascoltare quando si verifica un errore.

Suggerimento: 		 per disattivare il cicalino, impostare il numero a zero. 

Selezionare 2.	 Set Params (Imposta parametri) per impostare il numero di segnali acustici.
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